
































Can the Thermal Effects of the Hand Bath Substitute Those of the Whole-body Bathing
in Terms of Surface Skin Temperature, Thermal Sensation and Comfort?
山口晴美 1）＊・阿曽洋子 1）・田丸朋子 1）・片山恵 1）
清水佐知子 1）・岩﨑幸恵 1）・上田記子 1）
Abstract
  To verify the possibility of substituting whole-body bathing with hand bath, we compared the thermal effects of 
both types of bath on 18 healthy female college students. Whole-body bathing and hand bath were performed on 
different days by 18 healthy girls. Both types of baths used hot water at a temperature of about 40℃ for 10 min, 
with a 60-min rest period after the bath. We continuously measured the skin temperature at eight points on the left 
and right hands, forearms, lower legs, and foot sole; we also examined the temperature sensation and comfort 
level. Both whole-body bathing and hand bath raised the skin temperature of the left hand, forearm, and lower 
leg. The influence persisted for up to 60 min after the bath, and there was no difference in the value 60 min after 
the bath, with the value being significantly higher than that before the bath. The temperature sensation of the 
hands immersed in hot water in both types of baths was raised after the bath, and there was no difference between 
the two types of baths. Comfortable sensations after whole-body bathing and hand bath were higher than those 
before the bath, and at the end of the bath, hand bath was more comfortable than whole-body bathing. The results 
indicate that hand bath is an effective substitute for whole-body bathing, and the thermal effect of hand bath may 
be better than that of whole-body bathing.
要  旨
　温熱作用に関して手浴が全身浴の代用が可能かについて、健康な女子大生 18 名を対象に比較検証し
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計 健康相談 子育て相談 測定 計
1 5月2日 7 0 1 3 1 12 55 3 ー 55 健康相談
2 6月6日 7 1 0 2 1 11 88 1 110 111 健康相談・血管年齢測定
3 7月4日 12 0 0 0 1 13 107 0 118 119 健康相談・骨の健康チェック
4 8月1日 13 0 0 0 1 14 124 2 134 137 健康相談・血管年齢測定
5 9月5日 11 0 0 0 1 12 90 6 84 97 健康相談・骨の健康チェック
6 10月3日 7 1 3 0 1 12 101 0 127 133 健康相談・血管年齢測定
7 11月7日 11 0 0 0 1 12 103 0 116 118 健康相談・骨の健康チェック
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　被験者 1 人に対し 2 日間 （全身浴日、手浴日） 
に分け実施した。手浴と全身浴の順番は無作為
に設定した。実験時間は、体温の日内変動を考

































































めに安静 1 分値 （以下：安静 1 分）、60 分の安
静臥床の終了時である安静 60 分値 （以下：安静
60 分）に設定して分析した。
2）主観的評価
　温度感覚は、Gaggee ら （1967） の温度感覚カ
テゴリースケールを参考に、寒い （-3 点）、涼し
い （-2 点）、少し涼しい （-1 点）、快適 （± 0 点）、
少し暖かい （+1 点）、暖かい （+2 点）、暑い （+3 点）
の 7 段階で点数化して評価した。また、快適感



























































































26℃、湿度 50 ～ 63％であり、空調を調節し同
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全身浴より高く、有意差を認め （両方とも： p < 
.0001）、安静 60 分は左右の手背とも差がなかっ
た。前腕の 10 分値は、左右とも全身浴が手浴よ
り約 4.5℃、下腿は 4.0℃高く有意差を認めたが 
（全て： p < .0001）、安静 1 分は、左前腕が 1.0℃、
左右下腿が約 1.0℃と、手浴が全身浴より有意に
高かった （左前腕： p = 0.01, 左下腿： p = 0.0128, 
右下腿： p = 0.0008）。その後、60 分後まで有意
差なく経過した。足背では、10 分値において、
左が 6.9℃、右が 6.5℃全身浴が手浴より高く有
意差を認め （両方とも： p < .0001）、安静 60 分
は左右とも差がなかった。
ルを参考に、非常に不快 （-2 点） 不快 （-1 点）、普
通 （± 0 点）、心地よい （+1 点）、非常に心地よい 
（+2 点） の 5 段階評価を点数化して評価した。
　分析は、点数の平均を、手浴と全身浴それぞ
れ、実施前と実施後及び 60 分安静臥床終了時の





















　開始時の湯温は、全身浴が 40.7 ± 0.2℃、手
浴が 40.6 ± 0.3℃であり、終了時の湯温は、全身







　対象者は全員 20 歳の女性 18 名であり、身長
は 159.2 ± 6.1 cm、体重は 52.1 ± 6.6 kg、BMI








が 38.5℃、安静 1 分が 38.6℃、安静 60 分が
34.0℃であり、全身浴では、基準値が 31.5℃、
10 分値が 39.0℃、安静 1 分が 32.3℃、安静 60
分が 34.0℃であった。実施後、手浴は +6.5℃、
全身浴は +7.5℃と、ともに基準値より有意に上
昇し （両方とも：p < .0001）、安静 1 分では、手
浴は変化しないが、全身浴は 10 分値より -6.7℃
と有意に下降し（ p  < .0001）、ともに安静 60 分
は基準値より、手浴は +2.0℃、全身浴は +2.5℃




基準値が 33.2℃、10 分値が 34.4℃、安静 1 分
が 34.4℃、安静 60 分が 36.0℃であり、左下腿
は、基準値が 33.2℃、10 分値が 34.6℃、安静 1
分が 34.6℃、安静 60 分が 35.5℃であった。ど
ちらも実施後、前腕が +1.2℃、下腿が +1.4℃
と基準値より上昇し有意差を認めた （前腕：p = 
0.001, 下腿：p = 0.0002）。その後、徐々に上昇
し安静 60 分が、前腕が +2.8℃、下腿が +3.3℃
であり、基準値より有意に高かった （両方とも p 
< .0001）。一方で、全身浴では、左前腕は、基
準値が 32.5℃、10 分値が 38.9℃、安静 1 分が
33.4℃、安静 60 分が 35.6℃であり、左下腿は、
基準値が 33.1℃、10 分値が 38.6℃、安静 1 分
が 33.7℃、安静 60 分が 35.6℃であった。どち
らも実施後前腕が +6.4℃、下腿が +5.5℃と基
準値より上昇し有意差を認めた （両方とも p < 
.0001）。その後安静 1 分で、前腕は -5.5℃、下
腿は -4.9℃、10 分値より有意に下降するが （両
方とも p < .0001）、安静 60 分では、基準値と比
べて、前腕が +3.1℃、下腿が +2.5℃であり、基




値が 31.0 ℃、10 分値が 32.0 ℃、安静 1 分が
31.9℃、安静 60 分が 33.1℃であり、全身浴は、
基準値が 31.0℃、10 分値が 38.9℃、安静 1 分
が 33.2℃、安静 60 分が 33.5℃であった。手浴
では、左右とも有意な変化が認めなかったが、
全身浴では実施後有意に上昇し （ p < .0001）、安
静 1 分で 10 分値より有意に下降するが （ p < 
.0001）、60 分後が基準値 +2.5℃と有意に高かっ
 
表１ 手浴と全身浴の経時的な表面皮膚温度                                                     









































































































Tukey の HSD 検定、対応のある t 検定：****:P < .0001, ***:P < .001, **:P < .01, *:P < .05 
 
図２-１ 手浴による全身の温度感覚         
注．n=17．平均値．  
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が 1.5、背部は、手浴が 0.7 と全身浴が 1.8、下
腿は、手浴が 0.5 と全身浴が 1.6、足は、手浴が
0.2 と全身浴が 1.3 のように、全身浴が手浴より
有意に高値を示した （腕： p = 0.0297，背部： p 
= 0.0027，下腿： p = 0.0045，足： p = 0.0193）。




し （手浴： p = 0.0008, 全身浴： p = 0.0341）、終
了時には、手浴は実施前より有意に高かった （ p 
< .0001）ものの、全身浴は有意差を認めなかっ
た。手浴と全身浴を比較すると、終了時の快適
感覚が、手は 1.6、全身は 0.8 と手浴の方が有意






男女の室温 19 ～ 25℃における表面皮膚温の分
布で示されている皮膚温度と概ね一致していた。

















（1）手浴と全身浴の温度感覚（図 2-1, 図 2-2）
　手浴では、手が、実施前・実施後と終了時に
は、0.4 → 1.4 → 1.5 （以下：実施前→実施後→
終了時）と、実施後と終了時ともに実施前より
有意に上昇した （実施後： p = 0.0025, 終了時： 
p = 0.0014）。腕・背部・下腿は、実施前と終了
時には、腕が 0.1 → 1.1 （以下：実施前→終了
時）、背部が 0.2 → 1.4、下腿 0.1 → 1.0 と、終
了時が実施前より有意に高値であったが （腕： p 
= 0.013, 背部： p = 0.0014，下腿： p = 0.0442）、
足は有意差がなかった。一方で、全身浴では、
手が0.4→1.6 （ p = 0.0008）→1.5 （ p = 0.0024）、
腕が0.4→1.5 （ p = 0.0048）→1.4 （ p = 0.0199）、
背 部 が 0.5 → 1.8 （ p = 0.001） → 1.7 （ p = 
0.0027）、下腿が 0.5 → 1.6 （ p = 0.0073）→ 1.5 
（ p  = 0.0115）、 足 が -0.4 → 1.3 （ p = 0.0006）




２ 手浴と全身浴の温度感覚の比較              
 
注．n=17．平均値 (SD)．  

































図３ 手浴と全身浴の快適感覚         
注．n=18．平均値．  






























図３ 手浴と全身浴の快適感覚         
注．n=18．平均値．  






























図３ 手浴と全身浴の快       
注．n=18．平均値．  





















Tukey の HSD 検定、対応のある t 検定：****:P < .0001, ***:P < .001, **:P < .01, *:P < .05 
 
図２-１ 手浴による全身の温度感覚         
注．n=17．平均値．  























図２-２ 全身浴による全身の温度感覚  
注．n=17．平均値．  
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図２-２ 全身浴による全身の温度感覚  
注．n=17．平均値．  
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図２-２ 全身浴による全身の温度感覚  
注．n=17．平均値．  

















***  **  **  * 
**  **  **  *  *** *** 
図 2-2　全身浴による全身の温度感覚
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述べている。また、美和ら （1998） は、43℃ 10
分間の入浴により深部温が約 0.5℃上昇すると述














































　池野ら （2005） は、40 ± 1℃の湯に 10 分間
両手の橈骨茎状突起部を浸す手浴を行い、実施





















































































い新しい知見である。一方で、新田 , 阿曽 , 川
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